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論文内容の要旨
本論文は，放送用マイクロ波電力管の非線形動作に関する研究をまとめたもので 6 章からなってい
る。
第 1 章では，放送技術の分野においてマイクロ波電力管が使用されるようになった経緯，ならびに
その際に生ずるマイクロ波電力管の非線形性と効果に関連したいろいろな問題について述べ，これら
の問題に関する従来の研究を概観するとともに本論文の意義を明らかにしている。
第 2 章では，マイ・クロ波電力管の非線形性を包絡線伝達関数で表わし，これから信号歪としての相
互変調ならびに微分利得と微分位相を解析している。相互変調に関しては，非線形性が高次の項を含
み，入力波の数が多い場合の解析を比較的容易に行なうために，調和解析によってこれを求める方法
を示している。微分利得と微分位相については，包絡線伝達関数からこれらを導き，マイクロ波電力
管への入力が両側波より単側波の場合の方が有利であることを示している。
第 3 章では，マイクロ波電力管の非線形性を補償によって軽減する方法，すなわち位相非線形'性の
補償法ならびに振幅位相非線形性の補償法を示している。さらにこれらの補償器の大信号動作時の特
性台よび許容電力を調べ，進行波管を用いた UHFI00W中継送信機ならびにクライストロンを用いた
UHF3KW中継送信機での実用結果について述べている。
第 4 章では，多空胴クライストロンと進行波管の非線形性を解析している。さらに多空胴クライス
トロンにおける非線形性の発生機構を考察し，中関空胴における電子ビームの変調過程が，非線形性
の周波数依存性の一原因であることを明らかにしている。また進行波管については，比較的低信号領
域で問題になる位相非線形性を解析し，これを軽減するための速度パラメータ，利得パラメータ，空
-450-
間電荷パラメータならびに損失パラメータの選び方を示している。
第 5 章では，クライストロンと進行波管の相互作用効率，および電位低下コレクタについて述べて
いる。進行波管に関しては，相互作用効率を最大にするような動作パラメータが与えられたとき，こ
れを実現するためのー設計手順を示している。次に電位低下コレクタの設計に必要なスペントビーム
のエネルギ一分布をクライストロンの場合について求め，その結果を 2 段電位低下コレクタの場合に
ついて検討している。最後に，電位低下コレクタにおける逆行電子を抑制する二つの新しい方法につ
いて述べている。
論文の審査結果の要旨
本研究は放送用マイクロ波電力管の非線形動作に関する研究をまとめたもので得られた成果を要約
すると次のようである。
(1) マイクロ波電力管の非線形性によって生ずる信号歪の新しい解析法を示している。すなわち相互
変調を調和解析によって求める方法を示しているが，これによると，非線形性が高次の項を含む場
合，ならびに入力波の数が多いときの問題を比較的容易に解析できることを示している。
(2) マイクロ波語力管の非線形性を軽減するこつの新しい方法 すなわち住相非線形性の補償法と振
幅位相非線形性の補償法を示している。前者は進行波管の補償に適しており 後者は進行波管はも
ちろんクライストロンの補償も可能で、，これらの方法によりマイクロ波電力管における920KHz相
互変調は9dB以上改善されたことを示している。
(3) マイクロ波電力管の非線形性を解析しその結果の検討を行なっている。特に多空胴クライストロ
ンの非線形性を大信号解析によって求め 中関空胴における電子ビームの変調過程が非線形性の周
波数依存性のー原因であることを明らかにしている。
(4) 電位低下コレクタにおける逆行電子を抑制する二つの新しい方法を提案し 実験的にも示してい
る。これらは何れも構造簡単で、 電気的ならびに機械的に軸対称性をもっているので大電力管への
応用に適していることを述べている。
以上の研究成果は電子工学の進歩に寄与するところ大であり，博士論文として価値あるものと認め
る。
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